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唆を得ることを目的とする。2012 年 9 月に 3都府県の新人看護師に質問紙調査を実施し 268 名を分析対
象とした。離職願望を従属変数、基本属性、コーピング特性、ストレッサー、ストレス反応、ストレス























研 究 報 告















　少子・高齢化が急速に進み、2025 年には 75 歳
以上の人口が 2005 年の約 1.9 倍に増加すること
が予測される一方、高齢化社会を支える役割を担





















































































































































ストレス反応 6下位尺度（29 項目 4件法）、スト






























































名、女性 252 名であった。平均年齢は 24.9 歳
（SD5.1）であった。基礎教育課程は大学 84 名、
短期大学 11 名、3 年制専門学校 149 名、その他







項　目 カテゴリ n ％
年　齢
20-24 歳 194 72.4
25-29 歳 21 7.8











































































あった（Hosmer と Lemeshow の検定 p=0.436，
正解の割合 73.4％）。
　病院離職願望に影響する要因は、「処理可能	
感（b ＝－0.07,	p <	0.05）」、「疲労感（b ＝ 0.19,	
p <	0.01）」、「職場の対人関係でのストレス（b＝
0.52,	p <	0.001）」、「仕事のコントロール（b＝0.20,	
p <	0.05）」であった（Hosmer と Lemeshow の
検定 p=0.619，正解の割合 74.2％）。いずれも















値は 55.2 で、一般成人の SOC は 57（SD13）で
あることから、先行研究の対象者と比べてストレ
ス対処能力の低い新人看護師の多い集団と言える。































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































有意味感 －0.17 0.84（0.77 ～0.92） 0.000
処理可能感 －0.07 0.93（0.87 ～0.99） 0.039
疲労感 　0.21 1.23（1.10 ～1.40） 0.001




処理可能感 －0.07 0.93（0.87 ～0.99） 0.020
疲労感 　0.19 1.21（1.06 ～1.38） 0.004
職場の対人関係でのストレス 　0.52 1.67（1.40 ～2.00） 0.000
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